
33

国立歴史民俗博物館研究報告　第 253集　2025年 3月

本稿では，国立歴史民俗博物館開発型共同研究「歴史災害研究のオープンサイエンス化に向けた

研究」（2018 〜 2020 年度）を通じて実施した，災害史料の構造データ化に向けた取り組みについ

て述べる。本研究の目的は，地震を中心とする前近代の災害史料を対象として，クラウドソーシン

グにより大規模なテキスト化と構造データ化を実現することであった。この目的のために開発した

文献史料のクラウドソーシング翻刻システム『みんなで翻刻』では，2019 年 3 月までに東京大学

地震研究所図書室が所蔵する 499 点の災害史料の全文テキスト化を実現した。また，翻刻テキスト

の構造化のために，テキスト中の重要情報をマークアップし，外部データソースと結びつけるクラ

ウドソーシングシステム『みんなでマークアップ』を開発した。クラウドソーシングによる災害史

料の大規模な構造化データ化は未達成であるが，システムの開発を通じて災害史料から時空間情報

と被害情報を抽出し，各種の外部データソースと連結することで地震被害記録を構造化データへと

変換するワークフローを整備した。この過程を通じて，現時点での問題点を整理し，解決の手がか

りをつかむための考察をおこなった。
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